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　交通事故 に おけ る対歩行者事故は死亡事故 に つ なが る

可能性が高 く，未然に防 ぐため の 技術閧発が望 まれ て い

る．しか しなが ら，車載カメラを用い た従来 の歩行者検

出手法 団 で は，歩行者の見え の変化の影響で誤検出や

未検出が多 く発生す る．一
方，固定カ メ ラ映像中の歩行

者検出を 目的 として ，シーン コ ン テ キ ス トを利 用 し検出

性能の 向上を図 る手法があ る ［2〕．こ こ で シ
ー

ン コ ン テ

キ ス トとは，シーン の特性をもとに シー
ン 中 の物体 の 存

在しや す さを表現 した もの である．しか し，車載カ メ ラ

映像中の シ
ー

ンは走行 に ともな っ て 多様に変化す る た め，
こ の 手法 を そ の ま ま適用す る こ と は 困難 で あ る．そ こ で

本論文で は，シーン コ ン テ キ ス トを 利用 して車載 カ メラ

映像か ら動的 に 歩行者存在尤度 マ ッ プを構築し歩行者検

出を行 う手法につ い て 説明する．

2　提案手法

　本手法は ， 車載カメ ラ映像か ら動的に歩行者存任尤

度 マ ッ プを構築 し，シ
ー

ン コ ン テ キス トとして 利用す る

こ とで，検出性能の 向上 を 図る．こ こ で 歩行者存在尤度

マ ッ プとは，画 像中の 各位 1 で の 歩行 者の 存在 しや す さ

を マ ッ プの 形で表現 したもの で ある．本手法 で は，道路

と そ の 周辺 に歩行者が 存在する可能牲が高い とい う仮定

を置き， 道路領域の尤度が高く，道路領域か ら離れるに

従 っ て 値が小さくな る 尤度 マ ッ プを作成す る．以下，順
に処理の 流れを説明する．本手法は大き く 3つ の処理か

らな り，入力は車載カメラ 映像 1 フ レーム で ある．

1．歩行者候補領域の 検 出

　 入 力 画 像 か ら 歩行 者 候補領域検出器 を 用 い て 歩行者

　 候補領域を検出す る．候補領域検出器は 2 段構成と

　 なっ てお り，1段 目の カス ケ
ー

ド型 AdaBoost検出器

　 で大まか に候補領域を検出し，2 段目の SVM で各候

　 補領域の 信頼度を算出する．

2，道路検出 ・歩行者存在尤度マ ッ プの作成

　 車載 カメラ映像 の
．
ド側 に 道路面が存在す る とい う仮

　 定 の もと， 入力画像 の ド半分の RGB ヒ ス トグ ラ ム

　 に おい て ， 最も度数 の 高い R．GB 値か ら
一

定範囲内の

　 RGB 値を も つ 画素を道路領域として抽出する．その

　 後，道路領域画像に対し て 距離変換処理を行い 、距

　 離を ［O，1］に 正規化 したもの を歩行者存在尤度 マ ッ プ

　 とす る．

3．各処理結果の統合に よ る歩行者領域の検出

　 1で 得 られる候補領域 の 信頼度 と，2で得られ る尤度
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　　　 表 1 実験結果

図 1 提案手法に よ る検出結果 の 例

マ ッ プ の値の線形和がしきい 値以上 の場合，最終的

な歩行者領域と して出力す る．

3　実験と考察

　実際に 市街地を走行 して得た車載カメラ映像を用 い て

評価実験を行 っ た．手法 の 有効性を確認するため，提案

手法 の 処 理 1 の み で 歩行者検出 を行う手法 （比較手法）

と提案 于法 の 比較を行 っ た．

　各壬法の実験結果を 表 1 に，また提案手法に おける検

出結果例を図 1 に 示す．提案手法は適合率を下げ る こ と

な く，再現率を向上 させ る こ とがで きた．これは ，候補

領域検出器 で は 信頼度が低 い ため に 検 出で きなか っ た領

域が ，尤度マ ッ プ と組み合わせ る こ とで 正 しく検出で き

たためだ と考え られ る．一方で ，道路が正 し く抽出で き

ない 場合は，未検出や 誤検出も存在した ．

4　 ま とめ

　走行シ
ー

ン コ ン テ キ ス トを利用 した車載カメラ 映像か

らの 歩行者検出手法を提案し た．車載カ メ ラ映像を 用い

た実験により，提案手法の有効性を確認した，今後は道

路検出手法の改善，候補領域の 信頼度 と尤度 マ ッ プの 組

み合わ せ方法に 関する詳細な検討を行 う予定である．
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